
　

北
見
赤
十
字
病
院
は
医
師
の
手
順
書
に
沿
っ
て
一
定
の
医
療

行
為
が
出
来
る
看
護
師
を
養
成
す
る
「
特
定
行
為
研
修
」
の
指

定
機
関
に
今
年
認
定
さ
れ
た
。
１
０
月
５
日
、
第
１
期
生
の
入

講
式
が
行
わ
れ
、
研
修
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

共
通
科
目
の
「
特
定
行
為
共
通
科
目
統
合
実
習
」
が
１
１
月

末
に
修
了
し
、
見
事
に
第
１
期
生
お
二
人
が
合
格
し
た
。

10月5日、院内で行われた入講式での入構生・宣誓

　

「
特
定
行
為
研
修
」

は
専
門
性
を
有
す
る
看

護
師
が
医
師
の
判
断
を

待
た
ず
に
、
一
定
の
診

療
補
助
が
出
来
る
よ
う

に
し
た
制
度
で
す
。

　

病
院
の
病
棟
や
外
来

で
の
医
療
行
為
そ
し
て

今
後
一
層
要
望
が
高
ま

る
在
宅
医
療
を
支
え
る

専
門
性
の
高
い
看
護
師

を
養
成
す
る
こ
と
で
医

師
と
患
者
の
負
担
軽
減

に
も
つ
な
が
る
。

　

北
見
赤
十
字
病
院
は

「
特
定
行
為
研
修
」
の

指
定
機
関
に
認
定
さ
れ

る
と
即
座
に
斉
藤
副
院

長
が
委
員
長
に
就
任

し
、
「
特
定
行
為
研
修

管
理
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
た
。
委
員
は
看
護

部
長
・
看
護
副
部
長
・

教
育
研
修
推
進
副
室
長

（
事
務
局
）
そ
し
て
外

部
の
医
師（
美
幌
在
住
）

で
、
委
員
会
は
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
編
成
、
講
師

の
選
任
、
研
修
の
運
営

管
理
、
受
講
生
の
合
否

の
判
定
な
ど
を
行
う
。

　

全
て
に
共
通
し
て
学

ぶ
「
共
通
科
目
」
と
特

定
行
為
区
分
ご
と
に
学

ぶ
「
区
分
別
科
目
」
か

ら
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
入
構
し
た
お
二

人
は
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

認
定
看
護
師
で
す
。

　

「
共
通
科
目
」
の
う

ち
講
義
は
以
前
に
学
習

が
終
了
し
て
い
る
の
で

免
除
さ
れ
、今
回
の「
共

通
科
目
」
の
研
修
対
象

は
実
習
「
特
定
行
為
共

通
科
目
統
合
実
習
（
２

２
時
間
）
」
で
す
。
こ

の
研
修
が
１
１
月
末
で

修
了
し
、１
２
月
１
日
、

共
通
科
目
の
合
否
判
定

で
見
事
に
合
格
を
勝
ち

取
っ
た
。

　

『
区
分
別
科
目
講
義

・
演
習
・
実
習
「
創
傷

管
理
関
連
」３
８
時
間
』

に
現
在
挑
ん
で
い
る
段

階
で
す
。

　

講
師
は
医
局
の
先
生

方
で
、
通
常
診
療
と
講

座
を
両
立
さ
せ
、
多
忙

に
も
係
わ
ら
ず
、
分
か

り
や
す
く
親
切
に
授
業

を
展
開
し
て
い
る
。

　

研
修
は
通
常
勤
務
と

並
行
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
受
講
生

の
都
合
を
優
先
し
て
勤

務
割
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
看
護
現
場
に
状
況

を
説
明
し
、
受
講
生
へ

の
配
慮
を
求
め
た
り
、

レ
ポ
ー
ト
内
容
の
指
導

な
ど
を
看
護
副
部
長
が

行
っ
て
い
る
。

　

受
講
で
頑
張
っ
て
い

る
お
二
人
に
当
会
で
は

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
に

励
ま
し
の
言
葉
を
添
え

た「
励
ま
し
の
カ
ー
ド
」

を
贈
る
準
備
を
進
め
て

い
る
。

　

取
材
の
時
、
今
回
の

研
修
で
基
盤
を
確
立
し

て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
の

看
護
師
さ
ん
や
市
内
の

訪
問
看
護
師
さ
ん
が
入

構
す
る
事
が
出
来
た
ら

と
、
病
院
の
近
未
来
を

話
さ
れ
た
看
護
副
部
長

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。


